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新型コロナウイルスは子どもにもリ

スクをもたらすことが知られている

が、既存のワクチンの若年層に対す

る有効性に関しては、今も限られた

情報しかない。米疾病対策センター

（CDC）がこのたび発表した報告書は、

乳幼児におけるコロナワクチンの有

効性についての理解を大幅に向上さ

せるものだ。 

報告書によると、ワクチン接種を完

了した生後 6カ月～5歳の乳幼児で

は、コロナ感染に関連した救急外来や緊急医療受診の可能性が下がることが判明した。 

米国では 2020年 3月以降、110万人以上がコロナ感染により死亡している。子どもや若者

は一般的に、他の年齢層よりも重症化しない傾向にあるものの、それでも入院や死亡につ

ながる可能性はある。実際、これまでの研究では、2021年 8月 1日～2022年 7月 31日の

米国における 20 歳未満の死亡者のうち、新型コロナウイルス感染症によるものは 2％で、

主な死因の 1つとなっていたことが示されている。 

米食品医薬品局（FDA）は、コロナのリスクから子どもを守るため、モデルナ製とファイザ

ー／ビオンテック製の 1価 mRNAワクチンについて、生後 6カ月以上の子どもに対する緊急

使用許可を出した。これは、比較的小規模な試験により、主にワクチンの安全性と子ども

の体内で抗体産生を誘発する能力が確認されたことを受けたものだった。CDCが 17日に発

表した報告書では、より多くの人を対象に、主にワクチンの有効性を調べた。 

CDCの研究チームは、コロナ感染症に似た症状で救急外来などを受診した乳幼児のワクチ

ン接種状況と、コロナ感染の有無を調べる核酸検査の結果を記録。ワクチン接種済みの乳

幼児が、未接種の乳幼児と比べて、陽性の検査結果が出る可能性が低かったかどうかを調

べた。つまり、モデルナ製とファイザー製のワクチンに、乳幼児の重症化を防ぐ効果があ

るかどうかを調べた。 

結果は、端的に言えば「効果あり」だった。データを見てみよう。 

調査は、モデルナ製を対象としたものと、ファイザー／ビオンテック製を対象としたもの

に分けて行われた。モデルナの調査では生後 6カ月～5歳の 9万人以上、ファイザーの調

査では生後 6カ月～4歳の約 8万 1000人がそれぞれ対象となった。 

ワクチン未接種の乳幼児の陽性率は、モデルナ製の調査では 5.5％、ファイザー製の調査

では 5.9％だった。部分接種（どちらかのワクチンを 1回接種）のみの乳幼児では、陽性

率はわずかな低下にとどまった。だが、いずれかのワクチンの接種を推奨回数終えた乳幼

児では、陽性率は 3％未満に減少。中でも、受診の 14～59日前にファイザー製ワクチンの

3回目接種を終えていた乳幼児では、陽性率はわずか 1.1％だった。 

また、1価ワクチンの接種を推奨回数終えた後、2価ワクチンのブースター接種を受けた乳

幼児は、陽性率が極めて低かった。ただし、このカテゴリーに属する乳幼児の数は少なか



った。 

追加のデータからは、乳幼児も成人と同様、ワクチンによる免疫が時間の経過とともに低

下することが示唆された。受診 2カ月以上前にワクチンを接種した乳幼児では、予防効果

が低下していた。 

なお、モデルナ製とファイザー製の接種を 1回ずつ受けた乳幼児は分析対象とされず、一

貫して同じワクチンを接種された乳幼児のみが対象とされた。 

この報告書は、現在提供されている mRNAワクチンが、乳幼児の新型コロナウイルス感染症

の重症化抑制に効果があるという強い証拠を提供するものだ。また、ワクチンを推奨回数

接種することの価値も示している。しかし CDCのデータによると、米国での乳幼児のワク

チン接種率は全国的に非常に低い。 

コロナ感染はまだ続いており、ワクチンはそれから身を守る最良の手段であることに変わ

りはない。これらのワクチンは、使用されて初めて役に立つものだ。 
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